
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染

拡
大
が
終
息
し
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
に
は
お
変

わ
り
な
い
で
し
ょ
う
か
？
延
長
さ

れ
て
い
た
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
が
３
月
２
１
日
に
終
結
し
ま
し

た
が
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
変
異
に

つ
い
て
は
、
未
だ
予
測
が
つ
き
ま

せ
ん
。

神
奈
川
県
で
は
学
童
の
感
染
拡

大
が
収
ま
ら
ず
、
ま
た
高
齢
者
の

死
亡
が
減
少
せ
ず
、
病
床
使
用
状

況
も
圧
迫
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
央

支
部
担
任
地
域
（
厚
木
市
・
伊
勢

原
市
・
海
老
名
市
・
大
和
市
・
秦

野
市
・
綾
瀬
市
・
愛
川
町
・
清
川

村
）
の
６
市
１
町
１
村
に
お
い
て

も
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

下
で
は
、
県
央
支
部
の
令
和
４
年

度
総
会
及
び
防
衛
講
話
並
び
に
意

見
交
換
会
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
県
央
ニ
ュ
ー
ス
１

１
１
号
で
ご
案
内
し
ま
し
た
と
お

り
、
県
央
支
部
規
則
第
１
９
条
の

規
定
に
基
づ
き
各
議
案
に
つ
い
て

理
事
役
会
に
て
審
議
し
承
認
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
会
員
各
位

に
ご
報
告
致
し
ま
す
。

第
１
号
議
案
「
令
和
３
年
度
事

業
実
績
」
、
第
２
号
議
案
「
令
和

３
年
度
決
算
報
告
」
、
第
３
号
議

案
「
令
和
４
年
度
事
業
計
画
」
、

第
４
号
議
案
「
令
和
４
年
度
予
算
」
、

第
５
号
議
案
「
令
和
４
年
度
県
央

支
部
役
員
」
で
あ
り
ま
す
。

以
下
、
そ
れ
ら
の
内
容
を
掲
載

致
し
ま
す
。

（
支
部
長
記
）

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
終
え
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
者

も
徐
々
に
収
束
傾
向
に
あ
り
、
懇

親
会
な
ど
は
無
理
と
し
て
も
、
十

分
な
予
防
措
置
を
講
じ
れ
ば
諸
行

事
開
催
は
可
能
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
た
と
こ
ろ
、
南
ア
フ
リ
カ
で

変
異
株
オ
ミ
ク
ロ
ン
の
発
生
が
あ

り
、
瞬
く
間
に
世
界
中
に
拡
散
し
、

日
本
で
も
１
１
月
３
０
日
に
海
外

か
ら
の
渡
航
者
に
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

感
染
者
が
見
つ
か
り
、
水
際
対
策
、

接
触
者
隔
離
が
十
分
で
な
く
、
年

末
に
は
各
地
で
市
中
感
染
が
発
生

し
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
戻

り
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
の
県
央
支
部
事
業

計
画
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
関
係

諸
団
体
や
部
隊
等
と
緊
密
に
連
絡
・

調
整
を
図
り
、
基
本
的
に
は
多
人

数
で
の
対
面
作
業
・
行
事
は
自
粛

し
、
メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
訓
練
等
の
実
施
に
努
め
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
に
つ
い
て
は
、
前

述
の
と
お
り
予
防
対
策
を
十
分
に

行
え
ば
総
会
や
各
種
行
事
が
徐
々

に
再
開
で
き
る
も
の
と
楽
し
み
に

し
て
い
ま
し
た
が
、
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
の
市
中
感
染
拡
大
が
あ
り
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
も
な
か
な
か
進
ま
な

い
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
会
員
の
安

全
を
最
優
先
に
考
え
、
３
年
度
４

／
四
半
期
支
部
定
例
理
事
役
会
に

お
い
て
、
令
和
４
年
度
総
会
を
中

止
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

一
．
令
和
３
年
度
事
業
実
績

令
和
元
年
か
ら
緊
急
事
態
宣

言
等
の
繰
り
返
し
で
、
令
和
３

年
度
末
ま
で
多
人
数
が
集
ま
る

行
事
等
を
中
止
し
、
基
地
・
駐

屯
地
訪
問
も
引
き
続
き
自
粛
し

ま
し
た
。

令
和
３
年
度
に
つ
い
て
は
、

情
勢
の
変
化
に
対
応
し
事
業
計

画
を
修
正
し
つ
つ
、
部
隊
・
協

力
団
体
等
と
調
整
を
図
り
、
計

画
の
実
施
に
尽
力
し
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
ほ
と
ん
ど
の
計
画

が
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
結
果

に
な
り
ま
し
た
。

(

１)

４
月
９
日
（
金
）
に
計
画
し

準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
「
令

和
３
年
度
県
央
支
部
総
会
」
に

つ
い
て
は
、
３
月
の
臨
時
理
事

役
会
で
中
止
を
決
定
し
、
会
員

の
皆
様
に
は
早
急
に
連
絡
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
県
定
期
総
会
も
中
止

し
、
代
議
員
会
に
変
更
し
６
月

１
３
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

(

２)

支
部
理
事
役
会
並
び
に
隊
友

紙
発
送
作
業
及
び
県
央
ニ
ュ
ー

ス
発
刊
は
、
制
約
が
あ
る
も
の

の
徐
々
に
公
共
施
設
が
再
開
さ

れ
、
海
老
名
交
流
館
も
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
十
分
に
配

慮
し
つ
つ
実
施
で
き
ま
し
た
。

(

３)

入
隊
・
入
校
予
定
者
激
励
会

は
、
２
月
２
３
日
に
計
画
し
、

ギ
リ
ギ
リ
ま
で
実
施
の
可
否
に

つ
い
て
悩
み
ま
し
た
が
、
出
席

者
で
あ
る
入
隊
・
入
校
予
定
者

の
安
全
（
健
康
）
を
最
優
先
に
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令
和
４
年
度
総
会
及
び
関
連
行
事
が
中
止

理
事
役
会
で
各
議
案
が
審
議
・
承
認

事
業
実
績
及
び
計
画



考
え
、
協
力
団
体
と
協
議
の
上
中
止
し

ま
し
た
。

(
４)

「
あ
つ
ぎ
鮎
ま
つ
り
納
涼
懇
親
会
＆

広
報
官
激
励
会
」
を
、
当
初
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
時
期
を
外
し
た
１
０
月
２
４
日
に
計

画
し
て
い
ま
し
た
が
、
情
勢
に
鑑
み
共

催
す
る
他
団
体
と
協
議
の
上
、
中
止
し

ま
し
た
。

(

５)

広
報
活
動
（
出
店
等
）
予
定
の
「
厚

木
基
地
日
米
親
善
春
ま
つ
り
」
「
大
和

市
民
ま
つ
り
」
「
え
び
な
市
民
ま
つ
り
」

は
開
催
中
止
と
な
り
、
地
本
広
報
活
動

支
援
に
つ
い
て
も
自
粛
の
観
点
か
ら
全

て
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

(

６)

８
月
に
甘
利
議
員
と
の
懇
談
会
に
、

支
部
長
以
下
３
名
が
参
加
し
た
ほ
か
、

部
隊
行
事
・
激
励
会
、
友
好
諸
団
体
交

流
関
係
諸
団
体
行
事
等
に
つ
い
て
も
、

殆
ど
が
中
止
さ
れ
る
と
と
も
に
、
接
触

を
避
け
る
た
め
自
主
的
に
自
粛
、
も
し

く
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
て
対
応
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

(

７)

厚
木
航
空
基
地
指
揮
官
表
敬
に
つ
い

て
は
、
隊
員
と
の
接
触
を
極
力
避
け
、

必
要
最
低
限
の
電
話
、
メ
ー
ル
等
の
連

絡
に
留
め
、
部
隊
と
調
整
し
支
部
長
の

み
厚
木
基
地
所
在
各
級
指
揮
官
表
敬
を

実
施
し
ま
し
た
。

(

８)

厚
木
航
空
基
地
殉
職
隊
員
追
悼
式
に

つ
い
て
は
、
昨
年
度
同
様
部
内
者
の
み

の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
戦
没

者
等
慰
霊
等
に
つ
い
て
も
自
粛
し
ま
し

た
。

(

９)

家
族
支
援
に
つ
い
て
は
、
支
援
希
望

者
の
人
事
異
動
等
に
鑑
み
、
支
援
者
名

簿
の
更
新
や
通
信
訓
練
を
主
体
と
し
て

実
施
し
、
会
合
等
は
避
け
態
勢
の
強
化

に
努
め
ま
し
た
。

(

⒑)

防
災
訓
練
に
つ
い
て
も
、
ビ
ッ
グ
レ

ス
キ
ュ
ー
等
大
規
模
な
も
の
は
中
止
に

な
り
、
通
信
訓
練
を
主
体
と
し
、
各
地

区
担
当
者
の
確
認
や
連
携
の
強
化
を
図

り
ま
し
た
。

(

⒒)

５
月
２
２
日
計
画
の
富
士
総
合
火
力

演
習
に
つ
い
て
は
、
一
般
者
見
学
が
中

止
と
な
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
等
で
中
継
さ
れ
、
バ
ス
で
の
見
学
ツ

ア
ー
は
中
止
し
ま
し
た
。

(
⒓)
「
神
奈
川
自
衛
隊
音
楽
ま
つ
り
２
０

２
２
」
は
、
令
和
４
年
３
月
６
日
（
日
）

に
開
催
予
定
で
昨
年
度
計
画
同
様
に
準

備
し
、
特
に
２
年
連
続
で
の
延
期
に
つ

い
て
協
力
団
体
等
に
対
し
個
別
に
説
明

す
る
と
と
も
に
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
修

正
を
実
施
し
た
も
の
の
、
年
明
け
か
ら

の
感
染
者
の
異
常
な
増
加
及
び
ま
ん
延

防
止
等
重
点
措
置
が
３
月
２
１
日
ま
で

延
長
さ
れ
た
た
め
開
催
は
中
止
に
な
り

ま
し
た
。

二
、
令
和
４
年
度
事
業
計
画

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
驚
異
的
な
拡
大
に

よ
り
、
全
く
今
後
の
予
測
が
つ
か
な
い

状
況
と
な
り
、
４
月
８
日
に
計
画
を
進

め
て
き
ま
し
た
「
令
和
４
年
度
県
央
支

部
総
会
」
に
つ
い
て
は
、
３
年
度
４
／

四
半
期
定
例
理
事
役
会
で
現
状
を
踏
ま

え
、
理
事
役
の
総
意
と
し
て
総
会
の
中

止
を
決
定
し
ま
し
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
現
時
点
の
「
令

和
４
年
度
県
央
支
部
事
業
計
画
」
に
つ

い
て
は
、
３
頁
に
示
す
と
お
り
で
す
が
、

日
程
や
実
施
の
可
否
に
つ
い
て
不
確
定

要
素
が
多
く
、
あ
く
ま
で
も
仮
置
き
で

計
画
し
ま
し
た
。

今
後
、
情
勢
を
良
く
見
な
が
ら
事
業

計
画
の
修
正
を
図
り
、
臨
機
応
変
に
対

応
す
る
と
と
も
に
、
会
員
の
皆
様
に
連

絡
・
調
整
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、

ご
支
援
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

（
事
業
部
長
記
）

会
計
・
予
算
報
告
に
つ
い
て
、
昨
年
度

に
引
き
続
き
今
年
度
も
支
部
総
会
が
開
催

さ
れ
な
い
事
か
ら
当
書
面
に
て
報
告
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

令
和
３
年
度
各
種
事
業
等
に
つ
き
ま
し

て
は
、
事
業
報
告
で
記
さ
れ
た
と
お
り
富

士
総
合
火
力
演
習
の
一
般
見
学
会
の
中
止
、

厚
木
あ
ゆ
祭
り
の
中
止
等
各
種
行
事
が
実

施
さ
れ
ず
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
以
前
に
比

較
し
収
入
・
支
出
共
に
大
き
く
減
少
し
て

お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
令
和
４
年
度
は
、
事
業

の
見
直
し
の
必
要
性
が
生
じ
る
事
が
予
測

さ
れ
る
も
の
の
ワ
ク
チ
ン
の
ブ
ー
ス
タ
ー

接
種
や
経
口
薬
等
各
種
医
療
対
応
に
期
待

し
、
再
度
各
種
事
業
が
復
活
す
る
事
を
祈

念
し
過
去
数
年
間
の
予
算
を
参
考
に
計
画

致
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
予
算
は
前
年
度
と
比
較
し

異
な
る
計
上
点
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・
厚
木
あ
ゆ
祭
り
が
実
施
さ
れ
る
事
を
祈

念
し
、
経
常
収
益
の
「
雑
収
益
」
に
、
あ

ゆ
祭
り
の
参
加
費
３
５
０
，
０
０
０
円
及

び
議
決
権
１
０
，
０
０
０
円
を
含
め
３
６

０
，
０
０
０
円

・
経
常
費
用
の
「
雑
費
」
に
あ
ゆ
祭
り
実

施
で
ホ
テ
ル
へ
の
支
払
い
２
８
０
，
０
０

０
円
、
出
演
者
へ
の
謝
礼
３
０
，
０
０
０

円
、
そ
の
他
４
０
，
０
０
０
円
を
含
め
３

５
０
，
０
０
０
円

・
各
種
激
励
会
等
の
実
施
を
考
慮
し
、
科

目
「
渉
外
費
」
に
５
０
，
０
０
０
円
、
以

上
を
加
味
し
、
詳
細
に
つ
い
て
は
４
頁
の

と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
新
年
度
も
経
済
的
、

効
率
的
な
予
算
の
執
行
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

（
経
理
部
長
記
）

令
和
４
年
度
の
県
央
支
部
役
員
に
つ
い

て
は
、
５
頁
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

各
役
員
を
御
存
じ
の
会
員
の
方
も
多
々

お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
役
員
の
高
齢

化
及
び
長
期
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
昨
年

も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
是
非
「
後
輩
の

た
め
、
隊
友
会
の
活
性
化
の
た
め
、
あ
る

い
は
い
ろ
い
ろ
な
方
々
と
の
関
わ
り
を
持

つ
た
め
等
々
」
、
理
由
の
如
何
を
問
わ
ず

是
非
名
乗
り
を
上
げ
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

役
員
一
同
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
支
部
長
記
）
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令
和
４
年
度
の
防
災
協
定
協
力
員
を
募
集

し
ま
す
。
募
集
の
細
部
は
、
７
頁
の
と
お

り
で
す
。
多
く
の
募
集
申
込
み
者
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

（
防
災
部
長
記
）

厚
木
航
空
基
地

＊
航
空
集
団

司
令
官

海
将

二
川

達
也

幕
僚
長

海
将
補

川
村

伸
一

＊
第
５
１
航
空
隊

隊
司
令

１
海
佐

山
内

康
司

＊
第
６
１
航
空
隊

隊
司
令

１
海
佐

増
田

淳

＊
航
空
管
制
隊

隊
司
令

１
海
佐

富
田

一
成

＊
第
４
航
空
群

群
司
令

海
将
補

金
山

哲
治

首
席
幕
僚

１
海
佐

中
村

浩
之

第
３
航
空
隊

隊
司
令

１
海
佐

尺
田

隆
一

第
４
整
備
補
給
隊

隊
司
令

１
海
佐

森
岡

信
也

厚
木
航
空
基
地
隊

隊
司
令

１
海
佐

芳
賀

基

硫
黄
島
航
空
基
地
隊

隊
司
令

１
海
佐

袴
田

重
征

＊
そ
の
他
の
部
隊

航
空
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
隊

隊
司
令

１
海
佐

松
浦

幸
一

＊
厚
木
シ
ス
テ
ム
通
信
分
遣
隊
・
厚
木
警

務
分
遣
隊
に
つ
い
て
は
、
割
愛
致
し
ま
す
。

座
間
駐
屯
地

＊
第
４
施
設
群
長
兼
座
間
駐
屯
地
司
令

１
陸
佐

本
多

健
二
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防
災
協
定
協
力
員
募
集

敬
称
略

受
付
順

（

）
会
員
区
分

（

）
出
身
区
分

岡
戸
秀
明(

年)
(

陸)

￥
１
，
０
０
０

入
江
哲
二(

終)
(

海)

￥
２
，
０
０
０

田
中
秀
夫(

終)
(

陸)

￥
５
，
０
０
０

藤
本
正
則(

終)
(

海)

￥
１
０
，
０
０
０

古
坂
雄
二(

年)
(

陸)

￥
２
，
０
０
０

竹
内
諄
吉(

終)
(

陸)

￥
３
，
０
０
０

齊
藤

力(

終)
(

海)

￥
１
０
，
０
０
０

ご
寄
付
頂
い
た
金
額
は
、
支
部
の

活
動
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

部
隊
指
揮
官(

Ｒ
４
．
４
．
１)

令
和
３
年
度
寄
付
者
ご
芳
名
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編
集
後
記

△

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ

の
軍
事
行
動
を
開
始
し
、
戦

争
が
始
ま
っ
た
。
中
国
は
、

こ
の
状
況
・
推
移
を
観
察
し
、

台
湾
又
は
尖
閣
諸
島
等
へ
の

侵
攻
の
参
考
に
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
注
視
し
た
い
。

△

神
奈
川
県
内
で
も
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
派
生
型

「
Ｂ
Ａ
・
２
」
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。
ま
ん
延
防
止
等
重

点
措
置
は
解
除
さ
れ
た
が
、

油
断
す
る
こ
と
な
く
感
染
防

止
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

△

韓
国
大
統
領
選
挙
が
行
わ

れ
、
保
守
派
の
尹
錫
悦
（
ユ

ン
・
ソ
ギ
ョ
ル
）
氏
が
当
選

し
た
。
冷
え
切
っ
た
日
韓
関

係
の
改
善
に
期
待
し
た
い
。

編
集
子


